
 

 
 
 
 

 
 
 

“予測困難な未来”を生きる生徒たちに身に付けてほしい力 

校 長 海江田 なぎさ 

生徒達は、日々、いろいろなことを考え、学んでくれています。 

【１】１０月の取組から 
①合唱祭実行委員長の言葉から 

○スローガンの「Catch the song！」には、「みんなで合唱する楽しさをつかもう」と
いう意味が込められています。感動のハーモニーを、体育館中に響かせましょう。 

見る人を感動させる体育祭を目ざした経験を、今度は、合唱祭に生かしてくれることでしょ
う。放課後、教室から聞こえてくる歌声が、どの階でも日に日にそろってきています。 

②生徒会本部役員の認証式での旧生徒会長の言葉から 

○新生徒会長を中心に、みなさんには、私たちの思いを受け継いで、これからの学校
生活をさらに良いもの、充実したものにしていってください。 

自分たちの生活を自分たちでよりよくしていくことを目指して、いろいろなアイデアを考え、活
動してくれました。下級生がしっかりと受け継ぎ、ステップアップしてくれることと思います。 

③駅伝に取り組んだ生徒の感想から 

○はじめは、周りが速い人ばかりでやめたいと思っていたけれど、練習を続けていく
うちに、目標がもてるようになりました。選手に選ばれなくて悔しかったけれど、
当日は、自分の仕事を、責任をもってやることができました。 

朝から意欲的に練習に励んでいました。チームで一つの目標を目指すときに、各自が自分の役
割をしっかりと果たすことが、とても大きな力になるということを感じてくれたと思います。 

【２】毎日の授業に自分から取り組むために 
朝礼で、学校生活の中で一番大切なのは授業であることを再確認し、授業で生徒に

身に付けてもらいたい力について話をしました。(子どもたちにイメージしやすい言葉
で表しています。) 

日々の授業や宿題をこなす力 
   Ａ  実技や作品をしっかりと仕上げる力 

テストでいい点を取る力 
今まで知らなかったことを自分で学ぶ力 
答が決まっていない問題の解決方法を自分（自分たち）で考える力 

これからの予測不能な未来を生きる生徒には、Ｂの力を身に付けてもらうことが必要
ですが、そのためには、Ａの力を身に付けることが必要です。一日の大半は授業であ
り、どうせやるなら、ただ受け身でやり過ごすのではなく、「おもしろそうだ」「やっ
てみよう」と思った上で臨む方が効率よく学習ができるということについて話をしまし
た。その上で、「勉強してみよう」と思えるようになるために自分で取り組むことを一
つ決めてもらいました。生徒のみなさん、ぜひ継続して実行してみてください。 

１１月も、保護者・地域の皆様の御理解・御協力を賜りながら、教育活動を進めてまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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